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　ファイナンス理論と金融工学は、物理学や統計物理学と密接な関連を持って発展してきた。その理論の根底には、投資家の合理的行動と金融市場の均衡が前提としてある。しかしながら、実際の市場には常にリスクが存在し、理論的には可能なはずの「無リスクヘッジ戦略」を実際に行うことはできない。

　監修者によれば、本書は「高度に発展したファイナンス理論を実際の世界に適用する場合にどうしても避けられないギャップを、統計物理学の考え方と手法を用いて埋めようとする野心的な試み」であり、「現場において、理論に立脚した合理的な意思決定を目指しつつもその限界に悩んでいる実務家に対して、適切な回答を与えるもの」であるという。

　そのために本書では、「金融リスクの包括的な制御のためにはこれらの理論をより直感的に理解する必要がある」（はじめに）との考えの下に、完全な市場を前提にした理論では説明しきれない市場の動きを、直感的にとらえることのできるようなモデルの考案がなされている。記述は平易を旨とし、数学的枠組みもできるだけ複雑さを避けて、その意味付けができるように工夫されている。

　構成は5章からなる。第1章は確率理論の基礎概念、第2章は実際のデータの統計的分析と実証的な測定、第3章はリスクの測定とポートフォリオ最適化の理論、第4章は先物とオプションの基礎概念、第5章でオプションの特殊問題として取引費用の影響やエキゾティックオプションなどが紹介されている。

　監修者は慶応大学総合政策学部教授。
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